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４
月
の
季
語
に
「
春
日

傘
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
春
の
強
い
紫
外
線
か
ら

日
焼
け
を
防
ぐ
傘
の
こ
と
で

す
。
「
日
傘
」
は
、
も
と
も

と
夏
の
季
語
で
す
の
で
、
春

が
つ
い
た
よ
う
で
す
。 

 

昨
年
、
男
の
方
の
日
傘
が

流
行
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
か
、
男
が
日
傘
を
さ
す

な
ん
て
、
み
っ
と
も
な
い
と

思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
こ
れ
が
日
焼

け
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
何

と
涼
し
い
こ
と
か
、
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん 

 
 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

ーふらっと通信ー 

                            南 房 総 み ん み ん ネ ッ ト         検索     

 ３月は別れと新たな 
     旅立ちの季節です 

  ～富山幼小・中学校等の卒園卒業式～ 

 

今
月
は
、
千
倉
出
身
の
彫
工

「
後
藤
義
光
」
一
門
で
久
枝
に

生
ま
れ
た
、
後
藤
与
之
吉
藤

原
正
明
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

 

与
之
吉
は
、
「
後
藤
の
四

天
王
」
と
言
わ
れ
た
後
藤
庄

三
郎
橘
忠
明
の
弟
子
で
、
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
久

枝
に
誕
生
、
大
工
で
身
を
た

て
よ
う
と
、
忠
明
に
師
事
し

て
彫
工
の
修
業
に
も
励
み
、

７
年
で
年
季
を
終
え
久
枝
に
帰

り
、
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。 

 

次
の
作
品
が
岩
井
地
区
に
現

存
し
て
い
ま
す
。 

 

久
枝
蓮
台
寺
本
堂
の
梁
に
、 

 

珍
し
い
猿
の
彫
刻
が
あ
り
ま 

広
吉
は
、
自
分
の
干
支
の
猿
を

与
之
吉
に
彫
っ
て
も
ら
い
取
り

付
け
ま
し
た
。
他
の
寺
院
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
猿
が
、

梁
に
へ
ば
り
つ
い
た
形
が
生
ま

れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
に
、
市
部
屋
台
の

彫
物
に
は
、
「
当
国
平
郡
岩
井

村
旧
久
枝
住
後
藤
与
之
吉
藤
原

正
明
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
の
お
宅
に
も
、
仏
壇

や
座
敷
の
欄
間
な
ど
に
彫
刻
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

与
之
吉
は
、
昭
和
７
年
１
月

11
日
没
、
享
年
68
歳
。
戒
名
を

誠
誉
霊
智
淳
道
居
士
と
い
い
、

蓮
台
寺
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

            わがふるさと富山㉟ 

久
枝
の
名
彫
刻
師 

後
藤
与
之
吉
藤
原
正
明 

「
ふ
る
さ
と
富
山
か
ら
」 

 

（
梁
に
へ
ば
り
つ
く
猿
） 

                                                                  

 

3

月
は
、
卒
園
・

卒
業
式
の
季
節
で

す
。
誰
も
通
っ
た
節

目
の
時
期
に
、
別
れ

と
新
た
な
旅
立
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

ど
も
た
ち
に
あ
り
ま

し
た
。 

 

13

日
に
、
富
山
中

学
校
で
卒
業
式
が
同

体
育
館
で
行
わ
れ
、

37
名
が
卒
業
し
ま
し

た
。 

 

18
日
に
、
富
山
幼 

 
 

小
の
卒
園
・
卒
業
式 

 

富
山
短
歌
の
会
（
戸

倉
薦
会
長
）
は
、
昭
和

42

年
５
月
に
会
員
数
20

名
で
発
足
し
た
、
歴
史

あ
る
団
体
で
す
。 

 

現
在
は
10

名
の
会
員

が
、
２
ヶ
月
に
１
度
富

山
公
民
館
に
集
ま
り
、

新
た
な
短
歌
を
作
り
、

そ
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

 

現
在
の
講
師
は
、
館

山
に
お
住
い
の
加
茂
信

昭
さ
ん
。
活
動
は
、
鋸

南
短
歌
会
と
合
同
で
年

１
回
合
同
歌
集
を
発
行

し
て
、
現
在
48

号
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
歌

会
を
年
間
５
回
開
催
し

て
、
毎
回
15

名
程
度
の

参
加
が
あ
り
、
昨
年
の

暮
れ
に
は
２
２
０
回
を

数
え
ま
し
た
。 

 

富
山
短
歌
の
会
で

は
、
常
時
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

 

短
歌
は
、
日
々

の
暮
ら
し
を 

31
文
字
に
す
る
魅

力
的
な
表
現
方
法

で
す
。 

 

自
分
だ
け
の
も

の
を
作
る

喜
び

を
、
ぜ
ひ
仲
間
に

入
っ
て
、
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て

い
ま

す
。 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

今
月
は
「
富
山
短
歌
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
加
茂
講
師
を
中
心
に
、
会
員
の
皆
さ

ん
） 

 

設
置
し
た
看
板
は
、
縦
45
㎝ 

×

90
㎝
の
プ
ラ
ア
ル
ミ
複
合
板

に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
貼
仕

上
げ
で
、
富
山
民
俗
資
料
館
脇

に
立
て
ら
れ
て
い
る
看
板
を
基

 

今
年
は
、
文
化
11

（
１

８
１
４
）
年
に
南
総
里
見
八

犬
伝
の
刊
行
が
始
ま
っ
て
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
２
０
０
年
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
岩
井
・

平
群
・
滝
田
の
里
山
を
歩
き

な
が
ら
「
南
総
里
見
八
犬

伝
」
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。 

期 

日 

平
成
26
年
５
月
17
日
㈯ 

 
 
 
 

雨
天
の
場
合
は
18
日
㈰ 

募 

集 

30
人
（
９
人
以
下
の
場 

 
 
 
 
 
 
 

合
は
中
止
） 

集 

合 

富
山
中
学
校
南
側
県
道 

 
 
 
 

沿
い
「
南
房
総
市
駐
車 

 
 
 
 

場
」
８
時
50
分
ま
で 

参
加
費 

５
０
０
円
（
バ
ス
代
、 

 
 
 
 

保
険
代
、
資
料
代
等
） 

持
ち
物 

弁
当
、
飲
み
物
、
保
険 

 
 
 
 

証
、
雨
具
等 

コ
ー
ス
（
総
歩
行
距
離
約
12
㌔
） 

 

市
駐
車
場
を
９
時
に
出
発 

富
山
（
と
み
さ
ん
） 

 
 

「
伏
姫
籠
穴
」
を
見
学 

富
山
中
前
バ
ス
停
で
「
ト
ミ
ー
」

に
乗
車
～
不
寝
見
川
バ
ス
停
下
車 

徒
歩
で
滝
田
城
址
（
昼
食
休
憩
）

～
犬
掛
八
房
誕
生
地 

（
八
犬
伝
の
朗
読
を
聞
く
）
～ 

市
駐
車
場
へ
15
時
30
分
頃
到
着 

申
込
・
問
合
せ 

富
山
地
域
づ
く 

 
 

 

り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 

☎
57-

３
０
０
０ 

 

す
。
本
寺
の
話
に
よ
る
と
、
大

正
12
年
の
関
東
大
震
災
で
寺

の
建
物
が
倒
壊
し
た
の
で
、
昭

和
２
年

10
月
に
本
堂
を
再
建

し
た
際
に
、
本
堂
上
の
梁
を
組

ん
だ
と
こ
ろ
９
尺
の
寸
法
に
少

し
短
か
っ
た
の
で
、
つ
な
ぎ
が

必
要
に
な
り
大
工
棟
梁
の
岡
田 

（
ス
コ
ッ
プ
等
を
使
い
、
交
替
で
穴

を
掘
り
看
板
を
立
て
る
） 

（式の最後に美しいハーモニーを聞かせた小学 

 校の卒業式） 

 

 

伊
予
ヶ
岳
山
名
な
ど
の 

 
 
 

由
来
に
つ
い
て
の
看
板
を
設
置 

 

伊
予
ヶ
岳
山
名
な
ど
の
由
来
に
つ
い
て
の
看
板
は
、
平
久

里
天
神
社
入
口
の
富
山
民
俗
資
料
館
壁
に
貼
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
車
で
来
た
登
山
者
が
由
来
の
看
板
を
見
る
こ

と
が
な
く
、
登
山
者
か
ら
登
山
口
付
近
に
立
て
て
ほ
し
い
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
ふ
ら
っ
と
」
で

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
活
動
に
な
り
ま
し
た 

里美発見伝ウォーク２ 

南
総
里
見
八
犬
伝
の

舞
台
を
歩
き
ま
す 

に
作
成
し
ま
し
た
。 

 

設
置
場
所
は
、
旧
平
群

小
学
校
裏
の
伊
予
ヶ
岳
登

山
口
の
看
板
の
隣
で
、
会

員
６
人
に
加
え
、
平
久
里

中
区
坂
本
区
長
も
参
加
し

て
、
交
替
で
ス
コ
ッ
プ
等

を
使
い
、
約
70

㎝
の
穴
を

掘
り
設
置
を
終
え
ま
し

た
。 

～
３
月
25
日
に
平
久
里
中
区
区
長
と
一
緒
に
～ 

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
幼
稚
園
で

は
29

名
が
卒
園

し
、
小
学
校
で

は
37

名
が
卒
業

し
ま
し
た
。 

 

29

日
に
は
、

白
鳩
保
育
園
で

卒
園
式
が
行
わ

れ
、
12

名
の
子

ど
も
た
ち
が
、

保

育

園

を

巣

立
っ
て
い
き
ま

し
た
。 

（伊予ヶ岳登山口に設置した看板） 

日 時間 行事名 主な内容 場所 主催 

２４
（土） ８時３０分～ 富山小学校運動会 皆さんのご来場をお願いします 富山小グラウンド 富山小学校 

２４
（土） ９時～ 海岸開き 神   事 中央監視所 

観光協会 
岩井支部 

２５
（日） ８時３０分～ ゴミゼロ運動 地域内環境美化活動 各地域 南房総市 
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○○運営委員会運営委員会  ４月１０日（木）１９時～４月１０日（木）１９時～  富山公民館富山公民館          

○○岩井から平群へ観音霊場を歩きます岩井から平群へ観音霊場を歩きます    

                      ４月１９日（土）８時５０分富楽里とみやま西側駐車場集合４月１９日（土）８時５０分富楽里とみやま西側駐車場集合      

    コース：福満寺（合戸）～竜泉寺（平久里下）～神照寺（平久里中）～高照寺コース：福満寺（合戸）～竜泉寺（平久里下）～神照寺（平久里中）～高照寺((山田）山田）  

    帰りは、高照寺近くのバス停「山田中」から帰ってきます。なお受付は終了しています。帰りは、高照寺近くのバス停「山田中」から帰ってきます。なお受付は終了しています。      

○○岩井駅花壇清掃活動４月２４日（木）９時３０分～１０時３０分岩井駅花壇清掃活動４月２４日（木）９時３０分～１０時３０分  駅構内東側花壇に集合駅構内東側花壇に集合  

    岩井駅花壇清掃活動は、いわい案内人の会と一緒に行います。皆さんの参加をお願いし岩井駅花壇清掃活動は、いわい案内人の会と一緒に行います。皆さんの参加をお願いし  

  ます。当日は小雨決行（荒天時は中止）します。ます。当日は小雨決行（荒天時は中止）します。  

○○ふらっと総会４月２６日（土）１５時～富山コミュニティセンターふらっと総会４月２６日（土）１５時～富山コミュニティセンター      

 平成26年４月の「ふらっと」会議・活動予定 

 

県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課
主
催
の

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
い
払
い
研
修
会
が
、

３
月
14
日
に
富
山
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
の
生
態
や
群
れ
の
特
徴
を
よ
く
知

り
、
効
果
の
あ
る
追
い
払
い
に
つ
い
て

学
ぶ
も
の
で
、
富
山
地
域
住
民
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

こ
の
研
修
の
中
で
、
効
果
の
あ
る
追

い
払
い
（
組
織
的
な
追
い
払
い
）
と

は
、 

 

・
集
落
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え 

 

る
。 

・
サ
ル
を
見
た
時
は
必
ず
追
い
払
う
。 

・
複
数
の
人
で
追
い
払
う
。 

・
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
追
い
払
い
方
向 

 

を
決
め
、
集
落
境
か
ら
出
て
い
く 

 

ま
で
追
い
払
う
。 

・
追
い
払
い
に
は
、
花
火
・
パ
チ
ン 

 

コ
等
、
複
数
の
威
嚇
資
材
を
利
用 

 

す
る
。 

  

効
果
的
な
追
い
払
い
は
、
実
施
率
が

60

％
程
度
以
上
、
人
数
が
４
名
程
度

以
上
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
行
動
域
の
周
辺
で
は
特

に
効
果
が
高
く
、
行
動
域
が
変
化

し
、
当
該
集
落
が
行
動
域
外
に
な
り

ま
す
。 

 

※
こ
の
文
章
は
研
修
会
資
料
か
ら

作
成
し
、
図
は
そ
の
ま
ま
写
し
を
掲

載
し
ま
し
た
。 

ーふらっと通信ー 

 

 

「
地
域
と
共
に
歩
む
千
葉
南
部
」
私
共
、
千

葉
県
南
部
地
区
局
長
会
の
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
す
。 

 

郵
便
局
は
創
設
以
来
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼
を
得

て
現
在
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩

方
の
努
力
に
よ
っ
て
長
き
に
わ
た
り
築
か
れ
て

き
た
信
頼
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。
私
共
が
今
の

立
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て

み
ま
す
と
、
「
犯
罪
被
害
の
防
止
」
で
す
。 

 

平
成
25
年
中
、
特
殊
詐
欺
認
知
被
害
は
、
全

国
で
約
４
８
６
億
円
と
前
年
よ
り
も
１
２
２
億

円
、
振

り

込
め
詐
欺

被
害
は
約

２
５
９
億

円
と
前
年

よ
り
99
億

円
増
加
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
金
融

機
関
を
通
じ
て
「
振
り
込
ま
せ
る
」
も
の
に
加

え
、
犯
人
が
現
金
を
直
接
自
宅
や
駅
周
辺
に
取

り
に
来
る
「
受
取
型
」
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
が
行
け
な
く
な
っ
た
の
で
、
同
僚(

上

司
・
部
下
）
を
行
か
せ
る
」
等
、
巧
妙
な
手
口

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
額
な
払
い
戻
し
に
つ
い

て
は
、
お
客
さ
ま
に
は
大
変
お
手
数
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
「
あ
な
た
の
お
金
を
守
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
用
紙
に
て
確
認
作
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
郵
便
局
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

地
域
と
共
に
歩
む
郵
便
局 

  岩井郵便局長 

  吉田明久さん        

 

南
房
総
市
公
民
館
主
催
で
「
ふ
ら
っ
と
」
共
催
の
〞
荒
川
浅
間

山
・
御
殿
山
ハ
イ
キ
ン
グ
〟
を
、
３
月
23
日
、
27

名
が
参
加
し
て

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
富
士
信
仰
の
歴
史
を
見
直
し
、

「
浅
間
様
信
仰
」
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
「
富
山
学
」
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。 

ーふらっと通信ー 

 岩井駅構内花壇の 
       草取りを行う 

 

い
わ
い
案
内
人
の
会
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
、
岩
井
駅
構

内
東
側
花
壇
整
備
は
、
３
月
は

27

日
に
花
壇
の
草
取
り
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。 

 

春
に
な
り
暖
か
く
な
る
と
ス

ギ
ナ
の
成
長
が
早
く
、
パ
ン

ジ
ー
等
の
花
の
間
の
草
取
り
は

大
変
で
す
。
特
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア

の
茎
の
間
に
伸
び
て
い
る
雑
草

取
り
は
、
気
を
使
い
な
が
ら
の

作
業
で
し
た
。 

 

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
２
人
の
お
手
伝
い
が
あ
り
、

15

名
で
黙
々
と
雑
草
取
り
を
行

い
ま
し
た
。 

（
厄
介
な
ス
ギ
ナ
を
、
手
で
て
い
ね
い
に
抜

い
て
気
を
使
い
な
が
ら
の
作
業
） 

 

グ
ル
―
プ
の
核
に
な
る
オ
ト
ナ
メ

ス
を
群
れ
か
ら
除
去
す
る
と
、
当
該

グ
ル
ー
プ
は
所
属
し
て
い
た
群

れ
か
ら
分
裂
す
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
す
。 

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
い
払
い 

 
 
 

研
修
会
が
行
わ
れ
る 

  

～
荒
川
浅
間
山
と
御
殿
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
27
人
参
加
～ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

約
23
㌔
の
健
脚
コ
ー
ス
を
全
員
が
完
歩 

セ
ン
タ
ー
を
午
前
９
時
に
出
発
し

ま
し
た
。 

 
県
道
鴨
川
富
山
線
を
東
に
向
か

い
、
平
久
里
中
か
ら
梅
の
香
か
お

る
荒
川
紅
梅
街
道
を
通
り
、
荒
川

浅
間
山
に
登
り
、
「
浅
間
大
神
」

（
あ
さ
ま
だ
い
じ
ん
）
と
彫
ら
れ

た
石
碑
か
ら
往
時
を
偲
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
コ
ス
モ
ク
ラ
シ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
内
で
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
「
房
総
お
宝
弁
当
」
を
食

べ
、
高
照
寺
に
下
り
て
き
ま
し

た
。 

 

こ
こ
で
ト
イ
レ
休
憩
を
と
り
、

気
を
取
り
直
し
て
御
殿
山
頂
上

へ
。
こ
こ
か
ら
平
群
富
士
の
神
奈

備
山
や
伊
予
ヶ
岳
・
富
山
（
と
み

さ
ん
）
を
遠
く
臨
み
、
し
ば
し
登

山
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
下
山

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

は
16
時
頃
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。 

 
 

 

当
日
は
、
富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
県
有
形
文

化
財
平
久
里
天
神
縁
起
絵
巻
を
見

学
し
た
後
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
杉
の
木
で
手
づ
く
り
の
鳥
居
を
く
ぐ
り 

荒
川
浅
間
山
山
頂
を
目
指
す
） 

（登山者には何と言っても、山頂からの眺めは 

 ごちそうです。御殿山山頂から） 

（
天
神
社
氏
子
総
代
の
長
谷
川
清
次
郎
さ

ん
の
説
明
で
、
天
神
縁
起
絵
巻
を
見
学
） 

私の考える地域づくり㉟ 

  ◎：群れの核になるオトナメス(母 
   系グループ祖） 
  ●：オトナメス 
  ○：コドモメス 
（▲）：群れ生まれのオトナオス 
  △：群れ生まれのコドモオス 
： サルの群れ 
： 群れの中の母系グループ 

： 

サルの群れは、経産メス中心の母系社会 


